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Ein Studium誼berdie Bedeutu:ng des Puritanismus fur 
die Entwicklung des englischen Sportes in der fr誼hen
N euzeit (II) 
Das Studium uber“The declaration of Sport" von James I und Charles 1 
Takeshi Y AMADA 
1n diesem Studium nehme ich mir vor， die probleme um den englischen Sport in der fruhen 
Neuzeit und den Puritanismus zu forschen und sie zu erklaren. Die Haltung des Puritanismus 
uber die Korperlichen und sportlichen Bewegungen ist generell negativ. Daher handelt es sich 
in diesem Studium um die Bedeutung des Puritanismus fur die Entwicklung des englischen 
Sportes in der fruhen Neuzeit. Diese Forschung bedeutet auch das geschichtliche Problem， die 
gedankliche Entwicklung des englischen Sportes in der fruhen Neuzeit zu forschen und sie zu 
erklaren. Um diesen Studiumshauptsatz zu erklaren， handelt es sich um“The declaration of 
Sport" von J ames 1 und Charles 1， und sind zunachst di巴folgendenvier Grundstandpunkte des 
Studiums anzunehmen. 1m ersten Abschnitt hand巴ltes sich um “The declaration of Sport" von 
J ames I und Charl巴sI. Im zweitten Abschnitt handelt es sich um die Einwirkungen dieses 
Buches. 1m dritten Abschnitt werde ich uber den Zusammenhang zwischen“The declaration of 
Sport" und dem Puritanismus und uber die Bedeutung dieses Buches handeln. 1m vierten 
Abschnitt handele ich uber den Zusammenhang zwischen“The declaration of Sport" und dem 
Gedanken des englischen Sportes in d巴rfruhen Neuzeit 
序 論
16世紀末から17世紀中項にかけての Puritanismusの
社会的発展は近代イギリス・スポーツの発展に対しても
きわめて思想的規定性をもつものであったろうと思われ
る。このようにpuritanismusとイギリス文化との関連
は，イギリス的文化風土を創リ出してし、く上で，言うな
ればイギリス社会の生活様式Lebenweiseを規定するも
のとしての思想を定着させていく過程としての
Puritanismusの社会的発展の研究は，近代イギリス@ス
ポーツを思想的立場から研究していく上でも着過しえな
い問題を含んでいるように思えるのである九さて， P. 
Mclntoshが指摘するように近代イギリス体育が思想
的，昔話]度的にもその状態を二重構造的に推し進められた
とする立場をとるならば，その社会的起因の一つを「ま
さしく|日秩序に対する清教主義のたたかし、2JJ に求めて
も差し支えないように思われる。つまり Puritanismus
の社会的発展こそは，封建的なイギリスのスポーティな
活動を思想的に近代化せしめる要因であったと考えるか
らであるへきて，本研究の目的はかかる Puritanismus
の社会的発展過程において，スポーティな活動との係わ
りが顕著であったと思われる James1世と Charles1 
世によって公布された“Thedeclaration of Sport川)と
Puritanismusとの関係を考察するものである。「イギリ
スのスポ ツ史上，すくなからず注目すべき記録は，温
良なイギリス人達に対してスポーツを許可する， と言っ
たJames1世の宣言であった5JoJ，Iこの書は，Jam巴s1 
世と Charles1世とがピューリタニズム反撃という明
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白な目的のために立法化したものであり 3 ことに
Charles I位は全教会の聖寝から読み上げるように命令
したものである610j， このようにJame白s1 t世止や Charles
I世による
が原因となつて PU町1汀r口I比tan革命が起つたと言われるほとど
、
社会的問題として政策的視野てで、論争されたのてで、ある九
このように Jamε邸s 1世や Cαh沼arl巴白s 1 t性生による“The1児巴
d必巴cla釘ra討tIωO叩n0ぱfSport"の公布は，社会的発展をしてくる
Puritanismusに対して初期の宗教的領域を越えてヲきわ
めて政策的手段として用いられたと言われているへそ
れは結果的にはアングリカニズム(Anglicanism)とピュ
ーリタニズム(Puritanismus)との社会的文化闘争のーっ
として，“Thedecralation of Sport"はその論争を提供
した形になったのである。本研究においては，“The
declaration of Sport"の内容について考察しながらも，
Puritanがその公布に対してどのような態度でのぞんだ
のか， 16世紀後半から17世紀中期におけるイギリスのス
ポーティな活動の概観を試みながらも，若干の資料をも
とにテーマへのアプロ チを試みた91。
I ステュアート朝時代のスポーツ
]. SttratやF日T.Hackwoodも指摘するように，中
世，ノレネサンス期において史的考察によって明示されて
くる庶民的スポーティな活動こそはまさにイギリス的な
ものを反映しており，それは社会的機能体としての発展
でもあったろうと恩われるのである 1010 G.Chaucer 
(l345~ 1400)の活躍した時代における戸ンドンの活気
に満ちた若者達のスポ ティな遊び111 Johm Stow 
(l525~ 1605) 121， Samuel Pepy (l633~ 1703) 131の時代
においても庶民的スポーティーな活動は活気に満ちた若
者達をとりこにしていた。「楽しい若い時代，とりわけ16
世紀においてはその絶頂期にあった。そしてもし17佐紀
初期というものをより強く調するならば，“Merry"とい
うことばは愉快，楽しませる。陽気，明朗としづ意味を
もっていた叫j，又，iロンドン市長のパレードの変遷はな
かなか面白い物語に満ちていた。パレードは1611年から
1639年主でつづけられたヘj，このようにして一般庶民
は“Huntig"とかbanqueting"をするような余裕など持
てなかったが，それにしても彼らは支配者層よりはるか
に自分達に似合ったスポーティな活動を楽しんでい
た問。jB. Walterはその時代のロンドンに関して， ロン
ドンがこの時代ほどスポーティな活動を楽しんだという
時代はなかったと言い171 又P.H.Ditchfieldも同様なこ
とを指摘しているのである 181。こうした諸々の庶民的ス
ポーティな活動は宗教上の祭典，定期市，又組織的なギ
ノレド訓練の下での組合員の間でも行なわれた。さて， こ
のように明るく無邪気で、陽気な庶民的スポーティ な活
動に対して，一方ではこのようなことに批判的な史料も
散見するのである。「実際，たいていの時代の歴史的記録
は彼等の支持者の感情よりもレクリェーションに対する
非難者の懸念に関する証拠をはるかにもっていたのであ
る19)oJ，というようにこれらの批判は 般的に騒々しく，
下品と思われるほど堕落していった各種の祭典は，そこ
で行なわれていたスポーティな活動が暴動や流血ざたに
まで発展したり， もう一つは宗教的儀式に対して，それ
が日曜日とか他の休日に行なわれていたことから教会の
礼拝に参加することを無価値にしてしまうようなことが
憶感に思われたのである。こうして庶民の間では活発に
行なわれた庶民的スポーティな活動に関する非好意的記
述は，近代初頭において顕著に現われてくるのである。
「実際，エリザヘス即位から17世紀後期の間，庶民に人
気のあったレクリェ ションの問題はかなりの論争をま
き起した2010jというように，この時代的背景には文化激
変の時代，とし、うなれば文化秩序の解体過程における社
会的論争の一つにすぎないと思われるが，特に伝統的レ
クリェ ションに対する批判は，それが内部にかかえこ
む軽卒で，騒々しく抑制の欠乏とL、う特有な気質に対す
るPuritamismusの運動によって持ち上がったのであ
る。「ピューリタンのレクリェ ションに関する典型的な
ものは，彼らがし、やしくもとった行為に関する限りでは，
仕事と信仰を結びつけることがピューリタンの特色であ
ったし，まじめさと不屈の精神を共に持ち合わせている
ようなものであった。このようなピューリタンの伝統は
常にスポーツやゲームに対してはL、L、顔をしなかった。
というのも彼等はピューリタンの精神ともいうへき安息
日を守らないか，あるいは見苦しい程軽卒な態度でしか
接しないように思えたぐらいであった211j。このように
Puritan にとってはこの時代の風習というものがし、かに
も神への奉仕ということに対立するようなものであり，
事実日曜日のスポ ティな活動とか， フェスティパノレの
流行は安息日 Sabbathの神聖な儀式に対する主な障害
のーっとして見なされていたのである 221。さて，このよう
にみてくると Puritanismusの社会的発展は，既成文化
秩序への挑戦でもあったと思われるのである明。「これら
の祭りをはじめたのは教皇であって神の言葉によるもの
ではない。祭りは人々をただ無知と怠惰に落し入れるも
のである。こうして一年の半分，或いはそれ以上が祭り
で潰され，人びとは手仕事を止め，職業をすてて，ぶら
ぶらと無為に時間を浪費してしまう。一一清教師達の憤
激は， 1618年，スポーツに関する国主の宣言書が公布さ
れた時最高潮に達した。この宣言書はくスポーツの書〉
(Book of Sport)という名称で知られ， 1633年に改訂増頁
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された。この宣言書は，射手の競技，五月の祭典，聖霊
降臨の祝日ビーノレ・ムーア風の舞踏を弁護していた。だ
からこの書は悪魔の書物だとみなされた刊。j，ステュア
ート初期時代からの Puritanismusの社会的発展に伴な
い庶民的スポーティな活動に対する Puritanの態度は，
その度合をますます高めていった。そして Puritanismus
の文化論争は，その内部に政策的要素を含みながら補強
され，庶民のスポーティな活動に関する1618年の James
I世， 1633年の Charles1世による“Thedeclaretion of 
Spot"の公布，再公布は文化論争というより当時のアン
グリカニズム Anglicanismとピコーリタニズム
Puritanismus とのきわめて政治的闘争に利用されたと
いうべきものであったろう。
I.“スポーツの書"公布の時代的背景
L. Govettが言うまでもなく， James 1世やCharles
I世によつて公布された
より理解するためにも，ステュアート朝時代の社会，両
国王のおかれた立場等を理解する必要があることは言う
までもない。きて，ステュアート初期待代のイギリスに
おいて，それが貴族的なものに関することであれ，庶民
的なものに関することであれスポーティな活動に対する
教会との絶え間のない争いについては諸々の史料が明示
してくれるのである。さて，スコットランド王からエリ
ザベスの跡を継いでイギリスの王位についたJames1 
世時代になると，この論争はますますその激しさを増し
てきたように思われる。イギリス史の教えるところによ
れば，エリザベス時代においてアングリカニズムAmgli-
canismは体制的思想であったが，このアングリカニズ
ムはナショナリズム，アブソリュテイズム，受動的目度従の
倫理よりなるものによって支えられていた251。しかしな
がらカトリック教であったメアリー女王の新教徒弾圧を
のがれてジュネーブをはじめヨーロッパの各地に亡命し
ていた人達が，エリザベス女王の即位により帰国するや，
カートライト(ThomasCartwright 1535-1603)などを
教職者とするカノレヴィンの改革をそテソレとした長老主義
の社会的成長は，アングリカニズム Anglicanismの深刻
な問題となっていくのである。長老主義はアングリカニ
ズム Anglicanismを否定しなかったが，教会制度の改革
は国王の任命する主教による教会支配でなく，牧師と一
般の指導者達や信徒による管理体制を目指していたの
で，このような教会の管理体制を信徒の選んだ長老の手
にゆだねることは，国王にとっては国家の統治権をも手
ばなすことに等しいことであった制。このような状勢下
にあって「長老主義のスコットランドから迎えられた
James 1世が登位すると，ピューリタンは大きな期待を
もって新時代の開始を迎えた271jのであった。しかし
James 1世によって召集されたノ、ンプトン・コート会議
での挫折はPuritanの内部分裂や大弾圧という問題を
もたらすようになるが，しかしそれはネガティブな面よ
りポジティブな面で重要な転機をもたらすようになるの
である281。このようなJames1世のく主教なくば国王な
し>(N0 Bishop， N 0 King)という宣言ははっきりとア
ングリカニズム Anglicanismの再確認であった。さて，
ステュアート朝時代においてみられたアングリカニズム
Anglicanismとビューリタニズム Puritanismusとの対
立はそれが宗教的対立がたんなる宗教的対立にとどまら
ず，社会的，文化的対立にも発展したことであった。
James 1世が「わたしは彼らくピューリタン〉を服従さ
せてやる。さもなければこの国から追払ってやる29ljと言
った時，それはもはやステュアート朝がテューダ一朝と
の政策的決別を意味するものであったろうし，それはま
さしく Puritanに対しての弾圧政策であった。「テュー
ダー王朝はステュアート主朝以上に専制的であったが，
へンリ一八世も，エリザベスもその政策を遂行するにあ
たって少なくとも形式的には議会の協賛を求めたし，宗
教的あつれきの表面化を抑えていたく国王崇拝>(King-
worship)を最大限に利用することによって国内的統一
と秩序の維持につとめたので、ある30ljがJames1世が即
位する項には， ウェーパーのことばをかりれば，テュー
ダ一朝末期から社会的成長をとげてきた中産的生産者層
が議会の大勢を占めてくるようになり，このような階層
の人達がイギリスの市民社会建設のイニシァチブをとる
ような時期にあって，議会を無視するようなことは困難
になってきたのである。このようなことは， トレヴエリ
アンがJames1世とその子Charles1世を評して
くJames1世はスコットランドは知っていたがイング
ランドは知らなかった。その子Charles1世にいたって
は，両方とも知らなかった。〉と述べているように，ステ
ュアート朝の悲劇は，ステュアート父子のイングランド
に対する無知によるところが大きかったと言えよう 31。
このようにイギリスを理解できなかったJames1世や
Charles 1世にとって，その内政的問題は多面的であり
複雑なものであったろう。しかもこのステュアート父子
は反国王，反教会の Puritanismusの問題に対してウィ
リアム・ロードを登用して政策を推し進めていくのであ
るが，それは徹底的なPuritan弾圧政策であった。そし
てロードが英国教会の最高位に就いた1633年，再び“The
declaration of Sport"が公布されたのであるが，それは
「教会法や折とう書の規則からの逸脱を厳しく禁止しな
がら，他方で聖なる安息日を畠とくするような娯楽を許
したことは，ピューリタンにとって赦し難い偽善であっ
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た32)oJ1 このような国王の政策は明らかに Puritan弾圧
の意味を持つものであったし，諸々の史料が明示してく
れるように3) この Charles1世の“Thedeclaration of 
Sport"の公布はPuritan革命の原因と言われるほどで
あった。
Ill.ステュアート主朝の
“The declaration of Sport" 
11618年の布告は注目すべきものであった34)oJF.W 
Hackwoodが指摘するように，ステュアート王朝下にお
けるスポーティな活動と教会の絶え間のない争いは
Puritanismusの社会的発展にともなう，その既成文化解
体への挑戦として最も尖鋭化したものであったろう 35)。
「イギリスにおいて人々の信仰が古のラオデキア人のよ
うに冷えきってしまったところのことである。この間よ
りカトリック教会の諸制度を放遂することを忘れて，人
びとはローマ偶像崇拝を受け入れようとしていた。いや
そればかりか，異教徒がヴィーナス@パッカス eセレス
に捧げるような儀式でもって安息日をつぶそうとする下
劣な漬神の輩を助長するような布告が各教区の教会に下
される体たらくであった36)0Jこのような Puritanの批判
にもかかわらずJames1世にしては自らもスポ ティ
な活動を楽しみ，かっ庶民の間で行なわれていたスポ
ティな活動には傍観する立場をとっていたのである。そ
れどころか「安息日の条令がエリザヘス朝や教会のちょ
う臣達のもとでどんな目に合ってきたか一一 エリザ
ヘスの継承者である James1世や Charles1世によっ
てもその条令は歓迎されたのであるが，実際James1世
や Charles1世時代は慣例を乱すようなことに対して
は，強い条令を出すことで臨んだのであった3九J，さて，
ステュアート王朝にとっては Puritanのレクチャラ
の絶滅という目的のために，一方ピューリタンにとって
は社会文化秩序の解体という， この両者の相反目する闘
争を展開するなかで，ステュアート父子によっえ公布さ
れた“Thedeclaration of Sport"の内容はどのようなも
のであったか，以下その内容について触れてみたいと思
う。
Whereas upon our returne the last yere out of 
Scotland， we did publish our Pleasure touching 
the recreations of Our p巴oplein those parts under 
Our hand. For some causes US thereunto moov-
ing， Wee have thought good to command thes巴
Our Directions then given in Lancashire with a 
few words thereunto added， and most appliable 
to these parts of R巴almes，to bee publish巴dto al 
Our Subjects 
1617年 James1世はスコットランドを訪問し，ロンド
ンへの帰路途中， ランカシャーを通りすぎる時，数人の
職人とか，召使いとかいった 般庶民からある嘆願書を
受けとった。その内容たるや一言でいえば，庶民達は礼
拝式の後とか， 日曜日にダンスとか，教会内でのスポー
ティな活動といったあらゆるレクリェーションを禁止さ
れているということであった。それまではランカシャー
の庶民にとっては，少なくとも君主以上に娯楽好きであ
ったし休日に退屈するようなことななかったのであ
る38)。
Wher巴aswee did justly in Our Progresse 
through Lancashire， rebuke some Puritanes and 
precise people， and took order that the like 
unlawfull carridge should not bee used by any of 
them hereafter， in the Prohibiting and unlawful 
Punishing of Our good people for using their 
lawful recreations， and honest exercises， after the 
afternoon Sermon or Service 
James 1世は，庶民の嘆願書の理由がどのようなもの
であるか察知していた。それはPuritan達によってロー
ドの日には不合法かっ悪い事とみなされていたスポ←テ
ィな活動を禁止されていることであった。しかし James
I世は，礼拝式後の日曜日の娯楽は許されるべきもので
あり，何人といえどもどんな合法的レクリェ ションを
も妨害したりしてはならないとしたのであった問。この
James 1世の宣言は Puritanを刺激するには十分効果
のあるものであったと言われている叫。そしてランカシ
ャーの庶民による嘆願書に対して James1世は異例な
ほど賛意を表わし， このJames1世の宣言はイギリス全
州に拡がりをみせるほどであったと言われている 41)。特
にランカシャーではイギリスのどの地方よりも国教会に
従わない者が多かったと言われている42)。
'It is true that at Our first entry to this Crowne， 
and Kingdome， We were informed， and that too 
truely， that Our County of Lancashir abounded 
more in Popish Recusants than any County of 
England， and thus hath stil continued since， to 
Our great regreet， with litle amendment， save 
that now of late， 
きて， Jam巴s1世の宣言によれば，あらゆる合法的レ
クリェーションを庶民から奪うことは，そこに二つの害
悪をもたらすことにもなりかねないことを指摘してい
る。
The one， the hindering of the conversion of 
many， whom their Priests will take occasion 
herby to vexe， Persuading that no honest mirth 
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on r巴creationis lawful or tolerable in Our Reli-
gion， which connot but breed a great discontent-
m巴ntin Our people's hearts， especially of such as 
are， peradventur巴， upon the point of turning; 
その一つは多くの庶民の改宗を防げることであり，又
合法的レクリェーションを庶民から禁止することは教会
や国に対して問題となるばかりか非国教会の密会にもつ
ながりかねないと考えたのである。
The other inconvenience is， that this prohibi 
tion barreth the common and meaner sort of 
people from using such exercises as may make 
their bodies more able for warre， when wee， or 
Our Succesors， shall have occasion to use them 
And， in place thereof， sεts up filthy tiplings and 
drunkennesse， and breeds a number of idle and 
discontented speeches in their Ale houses， For 
when shall the common people have leave to 
exercise， ifnot upon the Sundayes and holy daies， 
seeing they must apply their labour， and win their 
living in al working daies ? 
もう つの不都合は，庶民のスポーティーな活動を禁
止してしまうことによって，戦時に十分な活躍ができる
ような身体をつくる，そのための運動を防げてしまうこ
とであり，又居酒屋でビーノレにひたったりして怠惰な生
活を送ってしまう， というのである。このようなことか
ら制度主義者達は， 日曜日のスポーティな活動を歓迎す
るというその手がかりをイギリス全州に与えようとした
のであり，それは教会違反にはならないとしたのである。
James 1世は，もし庶民からスポーティな活動をとりあ
げてしまったら庶民の精神的な気晴しというものは全く
なくなってしまい，そのような状態がどんなにみじめな
ものであろうかと考えたのである。叫。さらに， James 1 
世は上記の二点の害悪をなくすためにも，教職者や教会
執事者逮に自分達の職務をまっとうするために，宗教に
関しては改宗，布教につとめ，又非国教会的立場をとる
者に対しては法をもって罰するように命じたのであっ
た。
Our pleasure thereof is， That the Bishop of that 
Diocesse take the like straight order with al the 
Puritanes and Precisians within the same. either 
constraining them to conform themselves， or to 
leave the County according to the Lawes of Our 
Kingdome， and Canons of our Church， and so to 
stuike equally on both hamds， agfisst the con-
temners of our Authonity， and adv巴rsariesof Our 
Church_ 
こうして James1世は，イギリスの各州の主教に対し
てこの公布に対する内容を徹底させるように命じ，
Puritan に国教を遵守するか，あるいはそれに反対する
者に対しては国王の法律と教令によって罰すると言うの
であった。さて，この宣言書は又合法的レクリェーショ
ンとして次のようなものをかかげている。
Such as dancing，巴itherof men or women， 
Archery for men， Leaping， vaulting， or any other 
such harmlesse Recreation， nor from having of 
May Games， Whitson Ales， and Morris-dances， 
and the setting up of Maypole， and other sports 
therewith used， so as the same be had in due and 
convenient time， without impediment or neglect 
of Divine Service: 
しかしながら James1世時代はbull-batingは日曜
日にすることは禁じられていたし，又球ころがし等テュ
ーダ一朝時代から非合法とされていたレクリェーション
は依然として禁止されていた叫。又このようなレクレー
ションが行なえるのは教区の教会に出席して礼拝式に参
加する者であり，国教忌避者とか，又宗教的には国教会
を守っていても教会に出席せず礼拝式に参加しなかった
者はレクリェーションを禁じられていたのである。さて，
Charles 1世時代になってからの 2，3年というものは
James 1世の公布した“Thedeclaration of Sport"も，
それがかつて猛烈な論争をたたかわせたにもかかわら
ず，その効果というものはだんだんと失くなってきてい
た4へそこで1633年，ロードが英国教会の最高位に就いた
時，“Thedeclaration of Sport"の再公布がされたので
ある。
Our dear father of blessed memory: in his 
return from Scottland， coming through Lanca 
shire found that his subjects were debarred from 
lawful recreations upon Sunday evening preyer 
endeed， and upon Holy-day 
Charles 1 世時代におけるこの公布は， Puritanのす
べてに教会の聖壌から読みきかすように命じたのであっ
た。そしてもしこの布告に反対したり，読みきかせるこ
とをす巨むようなことがあれば罰が与えられることを命令
したので、ある。しかし Charles1世時代において教会法
や祈とう書の規則の厳守を説きながら，一方では安息日
Sabbathを昌覆するような娯楽を許したことは，その目
的がPuritan弾圧政策だけのものであったことを物語
るものであったろう。しかも，このことはPuritanの良
心を侮痔するものであり，その公布を読み上げることに
従わなかった人々の行為というものは，彼等の生計を失
なう危険が多かったにもかかわらず，命令を甘受するよ
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うな Purit呂nではなかった46)。
IV，“The declaration of Sport" 
とPuritamの規定
「日曜日を厳しく遵守していたピューリタン e トクト
リンはCharles1世の父君， James 1世によってこわさ
れると同時にスポーティな活動も許された。そして 1633
年， James 1世がすでに公布していた“Thedeclaration 
of Sport"を再公布したことでCharlesI世と市民の間
に不和が生じた47)oJoJames 1世や Charles1世の“The
declaration of Sport"がアングリカニズム体制を守ろう
とするステュア ト王朝の Puritanに対する政策的意
図で公布されたことをみてきた。これに対して Puritan
はヲたんに安息日を妨害されるということよりむしろ，
聖徒の秩序正しい生活を意図的に妨害しようとしたこと
に憤激したのであった。実際，当時の聖職者の多くが
“The declaration of Sport"を読みあげたり，安息日に
レクリェ ションをすることを拒んだために聖織を奪わ
れるということがあっ7こ48)。しかも，“Thedeclaration 
of Sport"の公布は益々大きくなっていく Puritianの声
を無視したのでありこのことはPuritanを不必要に侮
辱したのであった制。こうして Puritanは厳格かつ批判
的に，貴族的・庶民的スポ ティな活動や，それを奨励
する者，又そのようなことを許していた俗物化した牧師
達をののしったのであった。こうした Puritanの行為は
“The d巴clarationof Sport"を読みあげることに従わな
かっただけでなく，その宣言書を焼きすててしまったの
である50)。さて，アングリカニズム Anglicanism体制下
において弾圧されながらも社会的発展をしてきた
Puritanismusは，それが本来宗教的活動ながらも，封建
制解体のなかて、次第に成長してくる中産的生産者層の要
求と呼応するものがあったが故にそれはアングリカニズ
ムAnglicanismと対立するほどの勢力を強めることが
できたと言えよう。さて， 1ピューリタンは人間生活から
あらゆるスポ ツやゲームを忘れさせるために，彼等の
布教を考えた日)oJ，1疑いなく身体的娯楽に対するピュー
リタンの態度は通常敵意のあるものだった52)0J， このよ
うにPuritanismusの倫理的規定によるスポーティな活
動への厳格な態度については，諸々の史料が明示してく
れるのである。それはイギリスにおいて，庶民がもって
いた伝統的スポーティな活動のほんのわずかな機会をも
奪ってしまったのて、あり，このような Puritanの態度は
イギリスの風習に決定的痕跡を残したのである日)。きて，
それではPuritanの社会的文化的秩序に対する倫理的
規定とはどのようなものであったろうか。「本能のままに
快楽の手段としておこなわれるスポーツは， ピューリタ
ニズムにとっては嫌悪すべきものであり， それがた
とえ<貴族的な〉スポーツて、あれ，大衆が舞踏場や居酒
屋にいくことであれ，職業労働又は信仰を忘れさせるい
っさいの本能的快楽は，合理的禁欲の敵とみかされ
た刊。J(傍点筆者)，つまり，感覚的，感情的要素をもっ
た文化に対するビューリタニスムの絶対的否定的態度，
このような Puritanismusの感覚的文化に対する否定
的，嫌悪的態度て、あればこそ， Puritanにとっては伝統的
な中世からの文化というものは堕落した被造物と写り，
それらのものに倫理的規定をはめてL、く過程であっさり
と消滅させていったのである。このようにして， 1たとえ，
この時代の特別なお祭りに対しても，また初まって以来
ずっと愛着をもちつつけていた人気あるゲーム日)Jをも
消滅させ，宗教的祝祭日や，又安息日に庶民の内で実施
されていたスポーティな活動に対しても倫理的規定を加
えていったのである 56)0 Iクリスマスの祝歌や酒宴，メイ
ポーノレをめぐっての月光の夜のセリシシャ-.ランド砲
ダンス， (d旦ncingof Cellingers Round)，シューイング⑨
ザ@メアー(shoeingthe mere)， 目穏し遊び，ホットコッ
クス，その他のクリスマス遊び， 月夜の王と王女遊
び一一ーなどがない， なんとあわれなクリスマスを我々が
していたかを想{象してごらんなさい問。J，このようにし
て，ステュアート王朝の“Th巴declarationof Spmts"の
公布は，テュー夕、一王朝時代から社会的成長をとげてくる
Puritenのイデオロギーを弾圧せんがために行なわれた
ものであったが，いまや「社会生活のあらゆる方面を包
括している利害と思想を代表して闘う剛」ピューリタン
の方がはるかにイギリス国民の心をつかんでいたと言え
よう。このように Puritanismusの社会的発展はイギリ
スの庶民的スポーティな活動をも消滅させ，イギリスの
B曜日は信抑の日と化してしまったのである。
暫定的結語
ステュアート朝時代におけるアングリカニスム
Anglicanismとピュ←リタンスム Puritanismusとの衡
突を物語る代表的なものこそくThe declaration of 
Sport:>をめぐる闘争であったろう。そこには，国民的娯
楽が法律上守されるべきであるとする国主が，合法的な
スポ ティな活動という，その合法性に対して攻撃する
者に厳罰をもって対処したのに対して，安息、日遵守主義
Sabbatarianismとし、う立場から規律ある生活を乱さわし
まいとする闘争があった。こうして Puritanismusのス
ポーティな活動に対する干渉はイギリスに長くその影響
を残した。 トレヴエリアンのことばばをかりればころで
ある。「ピューリタン支配下のイングランドでは 安息
日がけがされてはいないか，議会の定めた祭日が守られ
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ているかを監視するために兵士を使ってロンドンの私人
の家に入りこませた。主た多くの地方でも五月柱を伐り
倒したり，日曜日の午後のスポ ツを禁止したりしたこ
とが，同じ民衆の怒りを招いた。それでもく安息日〉の
遊戯禁止は，王政復古後も大体その生命を保った。 1660
年の国教的?自由主義的反動にもかかわらずピューリタ
ソはくイングランド〉の日曜日にくすんだ色合を永久に
残したのだった問。J，Puritanismusのアングリカニズム
に対する勝利は，アングリカン体制での文化秩序の解体
を意味したと言えよう。このことは身体運動文化の
Puritanismus化を意味するようになる。つまり，このこ
とは身体運動を意識的，明徹な生活態度の課題として追
求していくことになるのである。James1 ilt， Charles 1 
世による“Thedeclaration of Sport"の公布は，それが
直接ピュ リタン革命の原因にもなりかねないほど，ア
ングリカニズムとビューリタニズムとの闘争の原因をつ
くり出した。では， この“Thedeclaration of Sport"が"
近代“イギリス e スポ ツ発展に果した役割とは何であ
ったろうか。このことは近代イギリス ω スポーツを創出
する過程において，その思想的契機をもたらし，やがて
はイギリス革命を経て登場してくるブノレジュアスポーツ
思想の基礎をつくったと言えないだろうか。つまり，そ
れは近代イギリス。スポーツを思想的に近代化せしめるよ
うな役割りを果したと思われるのである。
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